
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会 平成 22年度いのちの教育総合支援事業 

「いのちの大切さ」（道徳） 
富山市立神保小学校４学年児童 

平成２２年１１月１２日実施 

【いのちの先生】 

水井 雅子先生 

・助産師 

【授業の概要】 

１ 「いのちの先生」の紹介 

２ 「いのちの先生」の話 

３ 「自分の誕生にかかわる家族の話」の紹介 

４ いのちのメッセージカードの記入 

 

 

 いつもいそがしいのに、食事を 

作ってくれたり、めんどうをみて 

くれたりしてありがとう。お母さ 

 
んが産んでくれたおかげで、楽し 

いことを体験できたし、たくさん 

の友達とも出会うことができ、い 

っしょに遊んだりすることができ 

ました。産んでくれて 

ありがとう。これか 

らもよろしくお願い 

 優しい心と赤ちゃんの頃からの 

変わらぬ笑顔で、家の中に花を咲

く 

 
かせてくれる○○ちゃん。生まれ 

します。 

てすぐにミルクを飲まず、あなた 

が小さく見えた時、このまま消え 

てしまうんじゃないかと心配しま 

 
した。でも、大きく育ち家族みん 

 
なを元気づけてくれる 

あなたが生まれた事 

に心から感謝します。 

 ○○ちゃんへ 

ありがとう。 

「いのちの授業」をふり返って 

 

 今日、水井先生が「いのちの授業」に来て

下さいました。水井先生が「手を合わせてみ

てください」と言われ、自分の手を合わせて

みました。最初は少しつめたかったけど、手

を合わせているうちにだんだん温かくなっ

てきました。 

次に、心臓に手を当ててみたら、心臓は「ド

ックン、ドックン」と動いていました。お腹

の中で成長していく赤ちゃんの人形は、一番

小さい人形の時はすごく軽かったけど、一番

大きい人形はすごく重かったのでびっくり

しました。小さい人形と大きい人形の違いが

すごかったので、赤ちゃんはお母さんのお腹

の中でどんどん大きくなるということが分

かりました。 

 ぼくのお母さんも、お腹が大きくなってい

くのが楽しみだったそうです。 

 「いのちの授業」をふり返って 

 

 水井先生のいのちの授業のお話を聞いて、私がお

腹にいる時、私のためにお母さんが苦労してくれて

いたことやお母さんがとても心配してくれていたこ

とが分かり、なんだかとてもうれしい気持ちになり

ました。私のためにお母さんは栄養や体調に気をつ

けてくれていたそうです。お母さんに感謝の気持ち

でいっぱいです。 

  

 
 「いのちの授業」をふり返って 

 

 自分のいのちは一つしかありません。自分の分身

がいるわけではないので、家族（お兄ちゃん、お姉

ちゃん、お父さん、お母さん、おじいちゃん、おば

あちゃん）に心配をかけないように、安全に気をつ

けてすごしたいと思いました。また、ぼくが生まれ

る前、お兄ちゃんやお姉ちゃんは、「早くいっしょに

遊びたいな」と家族のみんなに話していたそうです。 

 いのちの授業で、両手を合わせていたら、お母さ

んの温かい手を思い出しました。心臓の音は、「ドク

ドク」とすごくはっきりと聞こえました。そして、

水井先生のお話から、いのちの大切さがよく分かり

ました。  

 「いのちの授業」をふり返って 

 

 私は小さな赤ちゃんの人形を抱いてみ

てとてもびっくりしました。「私も赤ちゃ

んのときはこんなに小さくて軽かったん

だ」と思ったからです。お母さんも、私が

こんなに小さいときから食事のことや、歩

いていて転ばないように気をつけていて

くれたと聞いて、「こんなに心配してくれ

ていたんだ」と思ったら、とてもうれしく

なりました。 



 

 

 
 

 

 
 

 ○○がお母さんの子どもでうれ 

しいです。私は○○に選ばれたの 

ですね。時にきびしくすることも 

あるけれども、それは○○のため 

という思いからです。 

 これからもいろいろなことがあ 

ると思いますが、家族みんな○○ 

を支えます。安心して 

ください。大好きな 

○○。ありがとう。 

 お母さんが私を産んでくれたこ 

とをとても感謝しています。 

今日、いのちの授業で、赤ちゃ 

んを産むということがとても大変 

なことだということが分かりまし 

 た。ここまで育ててくれてありが 

とう。 

 

 

 

 私を産んでくれてありがとう。 

 今日のいのちの授業で、人が生ま 

れてくるということは大変だけれ 

ども、とてもすばらしいことだと 

思いました。 

 私はお母さんの最初の子どもだ

っ 
ったから大変苦労したでしょ？ 

今はお姉ちゃんなので 

がんばります。産ん 

でくれてありがとう。 

 パパとママの子として生まれてき 

てくれてありがとう。初めての子で 

何をするにもおっかなびっくり…。 

小さいあなたを守り育てることの大変 

さ、うれしさを日々感じていました。 

そんなあなたももう１０歳。今では 

妹弟のよきお姉ちゃんになりました 

ね。これからもいのちを 

大切に、日々をみんな 

で楽しくすごしましょ 

 ○○へ  お母さんへ 

 お母さんへ  ○○へ 

うね。 


